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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,670 30.7 337 △16.2 321 △15.6 120 △59.6

22年3月期第2四半期 4,337 △4.9 402 664.0 380 ― 299 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 21.59 ―

22年3月期第2四半期 53.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,296 2,721 37.2 484.88
22年3月期 7,268 2,683 36.9 479.98

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,711百万円 22年3月期  2,683百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 20.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 44.3 700 22.0 660 23.2 305 △17.3 54.55



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 5,591,630株 22年3月期  5,591,630株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  353株 22年3月期  300株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 5,591,311株 22年3月期2Q 5,591,330株



  

  

※ 当社は、以下のとおりアナリスト向け四半期決算説明会を開催する予定です。 

・平成22年10月29日(金) ……………アナリスト向け決算説明会 

・平成22年11月２日(火) ……………アナリスト向け決算説明会 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年４月～平成22年９月）におけるわが国経済は、為替相場の変動による景気

悪化の懸念が強まるとともに、雇用・所得環境が厳しい中、消費マインドが低迷するなど厳しい状況で推移いたし

ました。食品業界及び外食業界におきましても、節約志向や低価格志向により客単価が下落する傾向が続きまし

た。 

このような状況のもと、当社グループは、「おいしさ」と「健康」を意識した付加価値の高い商品やサービスの

ご提供に取り組んでまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、市況が厳しい中、食品事業が前年同期の売上を上回ったことに加え、今

期新たに開始した受託事業の売上が寄与したことなどから、56億70百万円（前年同期比30.7％増）となりました。 

利益面では、創業30周年キャンペーンにかかる販売促進費の増加と商品拡販のための広告宣伝費の投入などによ

る販管費の増加により、営業利益は３億37百万円（前年同期比16.2％減）、経常利益は３億21百万円（前年同期比

15.6％減）となりました。また、四半期純利益は、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額46百万円を特別損失

に計上したことなどから１億20百万円（前年同期比59.6％減）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①食品事業 

コレステロール０（ゼロ）の商品を中心とした健康志向のドレッシングやドレッシングに次ぐ主力商品として

販売を強化しているパスタ関連商品（パスタソース、スパドレ、パスタ麺）の売上が伸長いたしました。今後も

健康志向の商品の開発と販促強化により事業拡大を図ってまいります。 

以上の結果、売上高は23億34百万円（前年同期比1.1％増）、セグメント利益は８億55百万円（前年同期比

0.4％減）となりました。なお、前年のセグメント情報の食品事業には通信販売事業が含まれており、上記記載

の前年同期比は、通信販売事業を除いて算出しております。 

＜平成22年度 新商品＞ 

②通信販売事業 

平成22年４月から、特定保健用食品をはじめとした日清オイリオグループ株式会社の通信販売対象商品につい

て、その販売受託業務を開始しております。また、当社製品の販売については、ピエトロファーマーズシリーズ

の新商品の投入などにより、堅調に推移いたしました。 

以上の結果、売上高は４億38百万円（前年同期比250.1％増）となりましたが、広告宣伝費の積極的な投入な

どにより販管費が増加し、セグメント損失は37百万円（前年同期は21百万円の営業損失）となりました。 

＜平成22年度 通信販売新商品＞ 

③レストラン事業 

平成22年４月に創業30周年を記念してグランドメニューを刷新し、パスタ専門店としてメニュー強化を図りま

した。また、季節に応じた「フェア」の実施やディナータイムに向けた「セットメニュー」の導入など多彩なメ

ニューを展開し、集客力の向上を図ってまいりました。 

しかしながら、外食を控える傾向が依然として続いており、新メニューにより客単価は上昇したものの、来客

数が減少するなど厳しい状況で推移いたしました。 

以上の結果、売上高は17億93百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント損失は44百万円（前年同期は20百万

円の営業損失）となりました。 

＜平成22年度 レストランフェアメニュー＞ 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  商品名 

平成22年９月 

ピエトロドレッシング ガーリックハーブ 

ピエトロドレッシング 旨味しょうが 

ゆでたパスタにまぜるだけスパドレ きのこクリーム 

  商品名 

平成22年４月 
真っ赤な３種のトマトソース 

完熟かぼちゃのポタージュ 

平成22年６月 村田直送便「夏便り」 

平成22年９月 村田直送便「秋便り」 

  商品名 

平成22年６月～平成22年８月 冷製パスタフェア 

平成22年９月 秋の収穫祭パスタフェア 
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④生産管理事業 

日清オイリオグループ株式会社の商品の一部について、その商品開発と生産管理業務を受託した事業につきま

しては、好調に推移いたしました。 

以上の結果、売上高は10億26百万円、セグメント利益は20百万円となりました。 

⑤その他（本社ビル等の賃貸）事業 

その他（本社ビル等の賃貸）事業におきましては、本社ビルの一部テナントの退去により、売上高は78百万円

（前年同期比6.2％減）、セグメント利益は34百万円（前年同期比11.9％減）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ28百万円増加し、72億96百万円となりまし

た。これは売掛金が２億44百万円が増加する一方、現金及び預金が１億19百万円、敷金及び保証金が75百万円、そ

の他の有形固定資産（純額）が27百万円減少したことなどによるものであります。 

負債合計は前連結会計年度末に比べ９百万円減少し、45億75百万円となりました。これは主に買掛金が１億85百

万円、資産除去債務が60百万円、役員退職慰労引当金が11百万円それぞれ増加した一方、長期借入金が２億67百万

円減少したことなどによるものであります。 

純資産合計は前連結会計年度末に比べ37百万円増加し、27億21百万円となりました。これは前期決算の剰余金の

配当89百万円及び四半期純利益１億20百万円の計上によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループは、引き続きブランド戦略を継続するとともに商品・サービスの質の向上を図ってまいります。 

また、平成21年９月から平成23年３月までのロングランで実施中の「ピエトロ創業30周年キャンペーン」は、食

品事業、通信販売事業、レストラン事業が共同で実施するものであり、本キャンペーンをとおして商品・サービス

の訴求力を高め、各事業におけるシナジー効果をさらに発揮してまいります。 

なお、連結業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

固定資産の減価償却費の算定方法等について、一部簡便的な会計処理を適用しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ１百万円、税金等調整前四半期純利益は48百万円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は61百万円であります。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 809,365 929,361

預け金 63,102 74,569

売掛金 1,022,183 778,146

製品 58,910 49,136

仕掛品 2,839 2,138

原材料及び貯蔵品 120,161 115,486

その他 144,898 109,723

貸倒引当金 △17,350 △14,378

流動資産合計 2,204,111 2,044,183

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,789,759 1,835,813

土地 1,968,498 1,968,498

その他（純額） 227,995 255,438

有形固定資産合計 3,986,253 4,059,749

無形固定資産 7,404 6,449

投資その他の資産   

敷金及び保証金 733,229 809,139

その他 388,330 382,075

貸倒引当金 △22,560 △33,568

投資その他の資産合計 1,098,999 1,157,646

固定資産合計 5,092,657 5,223,845

資産合計 7,296,768 7,268,028

負債の部   

流動負債   

買掛金 582,286 397,004

短期借入金 1,600,000 1,600,000

1年内返済予定の長期借入金 506,912 529,686

未払法人税等 147,134 118,333

賞与引当金 51,888 50,955

その他 470,051 488,172

流動負債合計 3,358,273 3,184,150

固定負債   

長期借入金 544,906 790,010

退職給付引当金 70,233 61,725

役員退職慰労引当金 358,825 347,414

資産除去債務 60,890 －

その他 182,126 201,020

固定負債合計 1,216,981 1,400,169

負債合計 4,575,255 4,584,320
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 474,400 474,400

資本剰余金 516,922 516,922

利益剰余金 1,780,294 1,749,027

自己株式 △328 △284

株主資本合計 2,771,288 2,740,065

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,243 3,421

為替換算調整勘定 △61,427 △59,779

評価・換算差額等合計 △60,183 △56,357

少数株主持分 10,408 －

純資産合計 2,721,513 2,683,708

負債純資産合計 7,296,768 7,268,028
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,337,256 5,670,931

売上原価 1,825,014 3,012,128

売上総利益 2,512,242 2,658,802

販売費及び一般管理費 2,109,935 2,321,731

営業利益 402,306 337,071

営業外収益   

受取利息 849 318

受取配当金 388 559

株式割当益 － 1,941

その他 965 752

営業外収益合計 2,203 3,572

営業外費用   

支払利息 19,197 13,885

その他 4,673 5,320

営業外費用合計 23,871 19,206

経常利益 380,638 321,437

特別利益   

負ののれん発生益 85,904 －

その他 16,844 －

特別利益合計 102,748 －

特別損失   

固定資産除却損 371 482

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 46,595

その他 － 6,719

特別損失合計 371 53,797

税金等調整前四半期純利益 483,015 267,639

法人税、住民税及び事業税 38,593 141,042

法人税等調整額 145,642 5,869

法人税等合計 184,236 146,912

少数株主損益調整前四半期純利益 298,779 120,727

少数株主損失（△） △380 －

四半期純利益 299,159 120,727
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 483,015 267,639

減価償却費 99,020 106,442

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 46,595

負ののれん発生益 △85,904 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △44,016 △8,035

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,452 933

退職給付引当金の増減額（△は減少） △822 8,507

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,959 11,411

受取利息及び受取配当金 △1,237 △878

支払利息 19,197 13,885

売上債権の増減額（△は増加） 29,870 △244,037

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,877 △15,202

仕入債務の増減額（△は減少） △32,326 185,434

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,860 4,781

その他 △28,917 △45,489

小計 439,369 331,989

法人税等の支払額 △9,604 △94,695

営業活動によるキャッシュ・フロー 429,764 237,294

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △30,000 △29,985

定期預金の払戻による収入 － 15,000

有形固定資産の取得による支出 △74,350 △20,724

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△10,491 －

敷金及び保証金の差入による支出 － △8,991

敷金及び保証金の回収による収入 99,013 77,771

保険積立金の積立による支出 － △25,779

利息及び配当金の受取額 1,600 2,227

その他の収入 － 3,840

その他の支出 △42,959 △22,306

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,188 △8,947

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △299,324 △267,878

リース債務の返済による支出 － △11,372

自己株式の取得による支出 － △43

配当金の支払額 △89,179 △89,112

少数株主からの払込みによる収入 － 10,408

利息の支払額 △17,961 △13,685

財務活動によるキャッシュ・フロー △206,465 △371,682

現金及び現金同等物に係る換算差額 264 △2,040

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 166,374 △145,376

現金及び現金同等物の期首残高 752,920 956,060

現金及び現金同等物の四半期末残高 919,295 810,683
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該当事項はありません。 

a.事業の種類別セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  
（注）１ 事業区分の方法 

事業の内部管理区分を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分の主な内容 

(1) 食品事業……………ドレッシング、ソース、レトルト等の製造販売 

(2) レストラン事業……スパゲティ、ピザ等のレストラン経営、パスタ専門ファストフード店経営 

(3) その他の事業………本社ビル等の賃貸 

b.所在地別セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計額に占める日本の割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

c.海外売上高 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円） 

  食品事業 
レストラン

事業 
その他の
事業 

計
消去又は 
全社 

連結

売上高    

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
 2,433,839  1,820,777  82,639  4,337,256 ―  4,337,256

(2) セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
― ―  1,154  1,154 (1,154) ― 

計  2,433,839  1,820,777  83,794  4,338,411 (1,154)  4,337,256

営業利益又は営業損失（△）  837,668  △20,982  39,039  855,725 (453,419)  402,306
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＜セグメント情報＞ 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は製品、サービス別に事業単位を構成しており、「食品事業」、「通信販売事業」、「レストラン事

業」、「生産管理事業」、「その他（本社ビル等の賃貸）事業」の５つを報告セグメントとしております。 

「食品事業」はドレッシング、ソース、レトルト等の製造販売を行っております。「通信販売事業」は当社ド

レッシング、ソース等の通信販売、日清オイリオグループ株式会社の通信販売対象商品について、その販売受託

業務を行っております。「レストラン事業」はスパゲティ、ピザ等のレストラン経営、パスタ専門ファストフー

ド店の経営を行っております。「生産管理事業」は日清オイリオグループ株式会社の商品の一部について、その

商品開発と生産管理業務の受託を行っております。「その他（本社ビル等の賃貸）事業」は本社ビル等の賃貸を

行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額に含めた各セグメントに配賦できない金額は491,344千円であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

  （単位：千円） 

  

報告セグメント

調整額 
(注１) 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 食品事業 

通信販売
事業 

レストラン
事業 

生産管理
事業 

その他
（本社ビル

等の賃貸）

事業 

計 

売上高    

(1) 外部顧客への売上高  2,334,848  438,103  1,793,652  1,026,890  77,435  5,670,931 ―  5,670,931

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高 

― ― ― ―  1,184  1,184 (1,184) ― 

計  2,334,848  438,103  1,793,652  1,026,890  78,620  5,672,116 (1,184)  5,670,931

セグメント利益 
又は損失（△）  855,126  △37,697  △44,376  20,964  34,399  828,416 (491,344)  337,071

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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